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第
一
節
　
高
度
経
済
成
長
期
の
公
害
、
自
然
環
境
保
護
─
概
観

　
兵
庫
県
で
は
、
尼
崎
市
の
沿
岸
部
な
ど
、
戦
前
か
ら
の
工
業
地
帯
に
お
い
て
、
早
く
も
昭
和
二
十
年
代
か
ら
大
気
汚
染
等
の

公
害
が
発
生
し
て
い
た
。
昭
和
三
十
年
代
か
ら
の
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
本
県
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
、
特
に
東
部
と
播は
り

磨ま

地
域
に
お
い
て
、
海
岸
線
の
埋
立
て
が
続
き
、
埋
立
地
な
ど
に
重
化
学
工
業
の
集
積
が
続
い
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
瀬
戸
内
海
沿

岸
部
の
工
業
地
帯
を
中
心
に
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
等
の
公
害
が
深
刻
化
し
た
。
昭
和
四
十
年
代
に
な
る
と
、
急
速
な
工
業
化

や
都
市
化
の
進
展
に
よ
り
、
県
東
部
で
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
、
ま
た
、
瀬
戸
内
海
で
は
赤
潮
が
頻
発
し
、
産
業
廃
棄
物

に
よ
る
環
境
汚
染
も
深
刻
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
昭
和
四
十
年
代
以
降
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
著
し
い
進
展
、
航
空
旅

客
需
要
の
増
大
等
に
よ
り
、
交
通
公
害
も
深
刻
化
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
県
で
は
、
国
に
よ
る
大
気
汚
染
防
止
法
や
水
質
汚
濁
防
止
法
な
ど
の
法
整
備
に
先
駆
け
、
公
害
防
止
条
例
や

要
綱
に
よ
り
、
産
業
公
害
の
低
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
等
の
取
扱
い
の
規
制
に
関

す
る
条
例
、
公
害
防
止
協
定
の
締
結
な
ど
に
よ
り
、
環
境
汚
染
の
防
止
を
図
ろ
う
と
し
て
き
た
。
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ま
た
、
都
市
化
や
開
発
の
進
行
に
対
処
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
六
年
に
、
基
本
計
画
の
策
定

や
県
独
自
の
自
然
環
境
保
護
地
区
等
の
指
定
制
度
を
内
容
と
す
る
自
然
保
護
条
例
を
制
定
し
、

総
合
的
な
自
然
環
境
保
護
行
政
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
こ
の
時
期
、
国
や
県
、
県
内
市
町
の
公
害
防
止
の
取
組
は
、
な
お
不
十
分
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

県
や
市
町
は
、
臨
海
部
に
お
け
る
埋
立
て
や
重
化
学
工
業
の
集
積
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

貴
重
な
自
然
海
浜
を
失
わ
せ
、
ま
た
、
結
果
的
に
水
質
汚
濁
や
大
気
汚
染
を
深
刻
化
さ
せ
る
な

ど
、
公
害
や
自
然
環
境
破
壊
の
原
因
者
と
な
っ
た
場
面
も
少
な
く
な
い
。

　
生
活
環
境
・
自
然
環
境
の
破
壊
が
進
む
中
で
、
県
内
に
お
い
て
も
、
住
民
ら
に
よ
る
公
害
反

対
運
動
が
い
く
つ
も
組
織
さ
れ
、
公
害
の
差
止
め
や
公
害
に
起
因
す
る
被
害
の
賠
償
を
求
め
る

訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
高た
か

砂さ
ご

市
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
汚
染
問
題
に
端
を
発
し
た
「
入い

り
浜は

ま

権
」
運
動
、
大
阪
国
際
空
港
訴
訟
の
過
程
で
大
阪
弁
護
士
会
等
に
よ
っ
て
主
唱
さ
れ
た
「
環
境
権
」
の
考
え
方
は
、
そ
の
後
の

日
本
に
お
け
る
公
害
反
対
運
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　
昭
和
四
十
年
代
に
、
公
害
防
止
行
政
の
基
本
的
な
仕
組
み
が
確
立
す
る
が
、
そ
の
後
、
石
油
危
機
を
経
て
経
済
は
低
成
長
の

時
代
へ
と
移
り
、
国
全
体
と
し
て
み
た
場
合
に
、
五
十
年
代
以
降
、
公
害
・
環
境
行
政
は
停
滞
期
に
入
る
。
本
県
に
お
け
る
出

来
事
で
は
な
い
が
、
昭
和
五
十
二
年
に
公
害
健
康
被
害
補
償
法
に
基
づ
く
水
俣
病
の
認
定
基
準
が
厳
格
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

（
い
わ
ゆ
る
五
十
二
年
判
断
条
件
）、
認
定
申
請
に
対
す
る
棄
却
率
が
大
幅
に
増
加
し
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
三
年
に
は
、
二
酸
化

窒
素
の
環
境
基
準
が
緩
和
さ
れ
た
。
公
害
・
環
境
行
政
の
停
滞
期
は
、
昭
和
六
十
年
代
に
な
っ
て
も
続
く
（
第
二
編
第
四
章
第
二
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節
「
公
害
対
策
か
ら
地
球
環
境
保
全
へ
」
参
照
）。

第
二
節
　
深
刻
化
す
る
公
害
へ
の
対
策

一
　
公
害
防
止
の
た
め
の
体
制
整
備

深
刻
化
す
る
公
害
と
国
に

よ
る
規
制
の
は
じ
ま
り

昭
和
三
十
年
代
以
降
、
重
化
学
工
業
化
が
進
展
す
る
一
方
、
汚
染
物
質
の
排
出
対
策
等
が
適
切
に

行
わ
れ
ず
、全
国
各
地
の
特
に
工
業
地
帯
に
お
い
て
、公
害
に
よ
る
深
刻
な
健
康
被
害
が
発
生
し
た
。

当
初
、
国
レ
ベ
ル
で
も
、
地
方
公
共
団
体
レ
ベ
ル
で
も
公
害
規
制
は
存
在
せ
ず
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
制
定
さ
れ
た
規
制
法
規
も
、

公
害
を
防
止
し
生
命
・
健
康
・
生
活
環
境
被
害
を
防
止
す
る
に
は
極
め
て
不
十
分
な
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
公
害
被
害

者
は
、司
法
の
場
に
救
済
を
求
め
る
よ
り
な
か
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
四
大
公
害
訴
訟
の
提
起
が
あ
っ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る（
新

潟
水
俣
病
訴
訟
は
昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
六
月
、
四
日
市
公
害
訴
訟
は
同
年
九
月
、
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
訴
訟
は
四
十
三
年
三
月
、
熊

本
水
俣
病
は
四
十
四
年
六
月
）。

　
兵
庫
県
で
も
、
こ
の
時
期
、
大
阪
国
際
空
港
訴
訟
（
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
提
訴
）、
国
道
四
三
号
線
訴
訟
（
五
十
一
年
八
月
提
訴
）、

姫
路
Ｌ
Ｎ
Ｇ
訴
訟
（
五
十
三
年
一
月
提
訴
）
等
の
公
害
訴
訟
の
提
訴
が
な
さ
れ
た
。

　
国
レ
ベ
ル
の
公
害
規
制
と
し
て
は
、
ま
ず
、
水
質
汚
濁
問
題
へ
の
対
処
と
し
て
、
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
に
公
共
用
水
域
の

水
質
の
保
全
に
関
す
る
法
律
及
び
工
場
排
水
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
水
質
二
法
）
が
制
定
さ
れ
た
。
大
気
汚
染
へ
の
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